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は じ め に 

 

 仙台市精神保健福祉総合センター（はあとぽーと仙台）の紀要第 28 号をお届けします。

今号には、当センターが令和 6年度に実施した研究報告と事業概要を掲載しております。

当センターの活動に御協力くださいました関係各位に、改めて深く感謝申し上げます。 

 

 さて、この文章を執筆している令和 8 年（2026 年）3月には、東日本大震災から 15年目

を迎えます。人口 100 数万人の政令指定都市である仙台市では、被災者の心のケアに関す

る支援を、精神保健福祉総合センターが各区保健福祉センターをバックアップしながら、

「心のケアセンター」を設置しない形で継続してきました。被災直後より行ってきた支援

を、被災者の生活環境変化に合わせて、従事者が替わっても確実に実施するために作成し

たのが、平成 24 年度から令和 2年度に渡る「仙台市震災後心のケア行動指針」であり、そ

の後もさらに、令和 3 年度から 7 年度に渡る「仙台市震災後心のケア行動指針（継続版）」

を作成して、長期的視点に立った支援を継続してまいりました。また、平成 26年度には、

震災後の心のケアに係るアウトリーチ支援を基として、保健所の支援困難ケース、地域移

行・地域定着支援、医療観察法などを対象に加え、地域総合支援事業（アウトリーチ協働

支援事業）を開始して、現在に至るまで継続しております。 

 被災から約 15年が経過する間に、支援を必要とする被災者数は発災直後よりも減少しま

したが、一定割合の方々は、現在も継続的に支援を要し続けています。かつ、震災の影響

は、PTSD など因果関係の明らかな疾患のみならず、依存症、子育ての問題、対人関係の

問題、セルフネグレクト、その他、一見しては震災の影響とわかりにくい形であらわれて

いる場合が増加しています。また、心身の不調が改善後に再度出現する場合もあります。 

 当センターでは、精神保健福祉活動、災害時メンタルヘルス、自殺予防、依存症、ひき

こもり、思春期問題など、市職員のみならず地域の関係機関職員をも対象とした、さまざ

まな研修による人材育成を、毎年度実施しております。また、近年は、ギャンブル依存症

や自殺予防などに関する普及啓発にも、注力しているところです。前述の、各区保健福祉

センターをバックアップする形でのアウトリーチ協働支援も含む、さまざまな取り組みを

通じて、地域の支援力を高め、重層的支援や「にも包括」の構築を、地域事情に合わせな

がら無理のない形で進めておりますし、今後も進めてまいります。 

 

 本紀要には、以上の他にも、精神保健福祉相談、精神科デイケア、ひきこもり対策、精

神医療審査会関連事務、自立支援医療（精神通院）ならびに精神障害者保健福祉手帳関連

事務など、私たちのさまざまな取り組み、事業の報告が盛り込まれております。御高覧の

上、御意見や御指導を賜りますとともに、今後とも御支援の程、よろしくお願い致します。 

 

  令和 8年 3 月 

 

                      仙台市健康福祉局障害福祉部参事 兼 

                      精神保健福祉総合センター所長 事務取扱 

                           林 みづ穂 
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